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身障① 10月11日（土）15：20～16：20 Ａ会場：瑞雪の間
座長 北斗病院（十勝リハビリテーションセンター） 阿部　正之

A-01 当院の経頭蓋磁気刺激装置（TMS）と作業療法の併用療法の取り組み
（p. 47）

函館新都市病院　リハビリテーション科 ○福士 和実　蓮田 純子　鈴木 光則　阿部 善弘　
小林　一成

A-02 脳血管障害後の異常知覚に対する治療～末梢神経損傷の知覚再教育の利用～
（p. 48） 医療法人　翔陽会　滝川脳神経外科病院 ○本谷 卓朗　土橋 大基

社会福祉法人　明和会　本部 浅野友佳子

A-03 維持期における促通反復療法を用いた治療を行った患者の動向について
（p. 49） 医療法人ひまわり会　札樽病院 ○荻野 圭司　荒井 英俊　水野 威

札幌医科大学　保健医療学部　作業療法学科 仙石 泰仁

A-04 退院後の具体的なイメージが持てず、自宅退院へのアプローチに難渋した症例
（p. 50） 社会医療法人社団　三草会　クラーク病院　リハビリテーション部 ○秦 千穂　望月 理沙　山口 真一

A-05 立位困難な状態からトイレ動作獲得に至った片麻痺症例の報告
（p. 51） 医療法人渓仁会　札幌西円山病院　リハビリテーション部 ○髙木 孝壽

高齢者① 10月11（土）日15：20～16：20 Ｂ会場：玉葉の間
座長 介護老人保健施設コミュニティホーム白石 福島　雅弘

B-01 「生活をコーディネートする」とは ─ 療養病床における作業療法提供の検討 ─ 
（p. 52） 札幌西円山病院　作業療法科 ○石田 治花　小路 英俊　石川 朝子

B-02 慢性期の意欲の低下した長期入院患者における作業療法
（p. 53） 千歳豊友会病院　リハビリテーション科 ○蓑口 舞　岡崎 里恵　斉藤 朝文　杉本 隆　

千歳豊友会病院　リハビリテーション科
千歳豊友会病院　事務部

沼田 士嗣

B-03 人々を巻き込む “渦” となった「１本の木の制作プロジェクト」
（p. 54） 介護老人保健施設恵み野ケアサポート　リハビリテーション科 ○髙島 理沙　師岡のぞみ

札樽病院　リハビリテーション療法部 髙山亜抄子

札幌医科大学　保健医療学部　作業療法学科 坂上 真理

B-04 生活行為に焦点をあてた作業療法により活動性に変化がみられた一症例
（p. 55） 医療法人社団　介護老人保健施設さくら ○和泉 聡　

B-05 「夫のために・・・」その想いに寄り添って～不安の軽減が役割定着に至った事例～
（p. 56） ケアプラザ新函館　訪問リハビリセンター ○山上 雄大　大橋 悠介　岩井 春香

ケアプラザ新函館　たけだクリニック 武田 良一

ケアプラザ新函館　リハビリセンター 三上真理佳

口述セッション　１日目
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精神・教育　 10月11日（土）15：20～16：20 D会場：黎明の間
座長 札幌医科大学保健医療学部 池田　　望

D-01 当院のクリニカルクラークシップの質的検証
（p. 57） 済生会小樽病院　リハビリテーション室 ○長谷部あす香　山中 佑香　白井美奈子

D-02 日本救急医学会認定リハビリ拡大BLSコースの取り組み
（p. 58） 社会医療法人孝仁会　釧路孝仁会記念病院

リハビリテーション部　作業療法科
○宮本 英人　伊藤 耕栄

社会医療法人孝仁会　星が浦病院
リハビリテーション部　理学療法科

大倉 修平

社会医療法人孝仁会　麻酔科 加登 譲

D-03 入院中作業療法の参加に至らなかった長期入院者に対する訪問看護
（p. 59） 　医療法人社団同仁会長野病院 ○千代谷 匠　沼田 千景　宮下 真紀　楢木 浩行

D-04 日常生活に密着したワーキングメモリトレーニングが統合失調症の一症例に与えた影響
（p. 60） 札幌医科大学　保健医療学部　作業療法学科 ○竹田 里江　池田 望　松山 清治

医療法人北仁会　旭山病院 山下 聖子　宮田 友樹

D-05 NEARと作業療法によって家事遂行と言語コミュニケーションに変化が見られた双極性障害の事例
（p. 61） 北海道大学病院　リハビリテーション部 ○武井 早紀　國田 幸治　佐藤なるみ　井上 貴雄

北海道大学大学院医学研究科神経病態学講座精神医学分野 清水 祐輔

発達 10月11日（土）15：20～16：20 E会場：清流の間
座長 北海道療育園 吉田　雅紀

E-01 学齢期ASD児へのOT支援～発達課題に添った方針の変遷から～
（p. 62） 美幌療育病院　機能訓練科　作業療法係 ○三和 彩　中山 雄介　小田島悠也　佐藤 沙紀　小林 睦

E-02 先天性ミオパチーの児に対する能動的な移動を支援する取り組み
（p. 63） 医療福祉センター札幌あゆみの園　診療部生活療法課 ○西尾 侑華　福澤 愛

札幌医科大学　保健医療学部　作業療法学科 仙石 泰仁

E-03 小児訪問リハにおける家族支援に対する考察～BTX治療と介助難易度を通して～
（p. 64） 札幌西円山病院　訪問リハビリテーション科 ○上田 聖絵　長澤 美帆　斉藤 崇宣

E-04 自己選択・自己決定の機会の提供により、活動に対する動機付けがなされた事例
～ファンクラブ活動を通して～

（p. 65） 北海道療育園　機能訓練科 ○國安 法行　小林 昭典　吉田 雅紀

北海道医療大学 本家 寿洋

E-05 長期の施設生活を送ってきた小児外来リハビリテーション対象者の作業活動
（p. 66） 医療法人社団　医修会　大川原脳神経外科病院 ○川内谷 健　田宮 高道　吉田 整　茂野 綾子　平塚 千尋
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地域 10月11日（土）16：30～17：30 Ａ会場：瑞雪の間
座長 明和会法人本部 浅野友佳子
A-06 リハビリテーション資源不足地域における地域包括支援センターとの連携～生活行為訪問指導の試み～

（p. 67） 八雲総合病院　リハビリテーション室 ○小岩 伸之

八雲町熊石地域包括支援センター 佐藤 里美

A-07 羅臼町に初めて開設された通所リハビリテーション～利用者のFIM・要介護度の変化～
（p. 68） 社会医療法人孝仁会　知床らうす通所リハビリセンター ○氏家 康次

社会医療法人孝仁会　釧路孝仁会記念病院 山田 勝雄

社会医療法人孝仁会 金城 正太

A-08 生活行為向上マネジメントの普及・促進のための道南支部での活動報告
（p. 69） 社会福祉法人函館厚生院函館中央病院　リハビリテーション科 ○大井 雅人

八雲総合病院　リハビリテーション科 小岩 伸之

函館脳神経外科病院　リハビリテーション科 三上 直剛

A-09 急性期病院から生活行為向上マネジメントシートによる伝達を受け、目標を引き継ぐことで退院後翌日
から職場復帰可能となった一事例

（p. 70） 社会医療法人高橋病院　リハビリテーション科 ○大山 峻佑　五十嵐桃代　金田 彩芳　野田 正貴

社会医療法人高橋病院　理事長 高橋 肇

A-10 長期入院患者の就労支援～生活行為向上マネジメントの導入～
（p. 71） 社会医療法人函館渡辺病院　リハビリテーション科 ○石井 柾希　牧野 直樹

身障（整形） 10月11日（土）16：30～17：30 Ｂ会場：玉葉の間
座長 えにわ病院 大窪　悠真
B-06 人工股関節全置換術前後におけるADLの自立度と股関節機能の関係

（p. 72） えにわ病院　リハビリテーション科 ○片山 理樹　家入 章　菅原 真美　石田 和宏　

えにわ病院　整形外科 増田 武志

B-07 人工股関節全置換術後２週時までの作業遂行能力の検討 ─ AMPSを利用した評価 ─ 
（p. 73） えにわ病院　リハビリテーション科 ○    康成　西島 紘平　大窪 悠真　石田 和宏

えにわ病院　整形外科 増田 武志

B-08 肉眼的形態観察からみた上腕骨外側上顆炎に対するストレッチング法の検討
（p. 74） 札幌医科大学大学院医学研究科　整形外科学講座

札幌医科大学附属病院　リハビリテーション部
○白戸 力弥　渡邊 祐大

済生会小樽病院　整形外科 和田 卓郎

北海道医療大学　リハビリテーション科学部 青木 光広

札幌医科大学大学院医学研究科　整形外科学講座 山下 敏彦

B-09 抑うつ症状がない上肢運動器疾患患者のDisability of the Arm、Shoulder、and Hand（DASH）
スコアと心理学的要因の関係

（p. 75） 北海道済生会小樽病院　リハビリテーション室 ○石川竜乃介

札幌医科大学保健医療学部作業療法学科 千見寺貴子

札幌医科大学付属病院リハビリテーション部 加藤 正巳　白戸 力弥　渡邊 雄大

B-10 尺骨遠位骨幹部骨折を伴う橈骨遠位端骨折の治療成績
（p. 76） 札幌徳州会病院　整形外科外傷センター ○志田 恭一　越後 歩　井部 光滋　長南 行浩　辻 英樹
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基礎 10月11日（土）　16：30～17：30 D会場：黎明の間
座長 北海道大学大学院保健科学研究院 境　　信哉

D-06 サーモグラフィによる手部冷水負荷試験後の復温パターンの検討
（p. 77） 札幌徳洲会病院　リハビリテーション科 ○成田 隼也　越後 歩　井部 光滋

北海道大学病院　リハビリテーション部 堀 亨一

北海道医療大学　リハビリテーション科学部　作業療法学科 澤村 大輔

D-07 頭頸部癌に対して頸部郭清術を施行された患者への当院作業療法士の関わり
（p. 78） 市立函館病院　リハビリ技術科 ○三浦 裕幸　原田絵理子　加藤 航　鈴木芙由子

市立函館病院　耳鼻咽喉科 今野 信宏

D-08 リーチ動作の動き出しの特徴と平均足圧の検討 ─ 健常者におけるリーチ動作解析の試み ─ 
（p. 79） 手稲渓仁会病院　リハビリテーション部 ○渋谷 保紀　大堀 具視　青山 誠

D-09 Wii Fitを用いたトレーニングによる視覚探索行動の変化に関する予備的研究
（p. 80） 札幌医科大学大学院保健医療学研究科 ○後藤 幸枝

札幌医科大学大学院保健医療学研究科
北海道教育大学札幌校特別支援教育専攻

池田 千紗

札幌医科大学保健医療学部作業療法学科 中島そのみ　中村 裕二　仙石 泰仁

D-10 後期高齢者の握力と日常生活能力との関係
（p. 81） 聖ヶ丘病院　リハビリテーションセンター作業療法科 ○木村 仁美　前田 守　前田三和子　鴻野 隆康

高次脳機能 10月11日（土）16：30～17：30 E会場：清流の間
座長 北海道千歳リハビリテーション学院 山田　恭平

E-06 半側空間無視患者が過大評価する身体イメージへの検討
（p. 82） 医療法人社団養生館　苫小牧日翔病院 ○木賊 弘明　山村 亜矢　馬場 亘　木村真智子　村岡 翼

E-07 前頭葉の側面から見た書字動作
（p. 83） 十勝リハビリテーションセンター　作業療法科 ○類家 裕介　阿部 正之　鳥越 夕妃

E-08 異なる方法で実施した数唱検査と複数数字抹消課題の成績と数唱順唱課題の成績との関連性について
（p. 84） 社会医療法人友愛会　恵愛病院　リハビリテーション課 ○以頭 大佑　津田 克彦

札幌医科大学　保健医療学部　作業療法学科 太田 久晶

E-09 言語理解向上が起居動作に及ぼした影響
（p. 85） 医療法人社団養生館　苫小牧日翔病院 ○村岡 翼　木賊 弘明　山村 亜矢　馬場 亘　木村真智子

E-10 高次脳機能障害患者の急性期からの復職支援の限界
（p. 86） 手稲渓仁会病院　作業療法科 ○高橋 ゆき　大堀 具視

手稲渓仁会病院　理学療法科 青山 誠
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高齢者② 10月12日（日）　9：00～10：00 Ａ会場：瑞雪の間
座長 北海道医療大学リハビリテーション科学部 鎌田　樹寛

A-11 「手紙を書く」ということ ─ MOHOの視点から役割の再獲得について

（p. 87） 愛全病院　リハビリテーション部 ○江端 健治

目白大学大学院　リハビリテーション学研究科 山田 孝

A-12 リハビリスタッフの介入により吸入療法が可能となった高齢喘息患者１症例

（p. 88） 社会医療法人恵和会西岡病院リハビリテーション科 ○長井 友香　門間 陽一　大澤 悟志　

社会医療法人恵和会西岡病院　内科 澤田 格

神戸大学大学院　保健学研究科 石川 朗

A-13 重度認知症の方に意味のある作業を提供できているのか～VQを用いて～

（p. 89） 愛全病院リハビリテーション部　作業療法科 ○小林かなえ　大島慎一朗　

目白大学大学院リハビリテーション学研究科 山田 孝

A-14 両肘関節拘縮例への摂食動作が向上した一例

（p. 90） 聖ヶ丘病院　リハビリセンター　作業療法科 ○向田 健人　前田 守　前田三和子

A-15 認知機能障害を伴う大腿骨近位部骨折患者の排泄動作の自立

（p. 91） 聖ヶ丘病院　リハビリセンター　作業療法科 ○柴田 圭介　前田まもる　前田三和子

ハンドセラピィ 10月12日（日）　9：00～10：00 Ｂ会場：玉葉の間
座長 済生会小樽病院 三崎　一彦

B-11 早期運動療法によりハンドセラピィを施した深部熱傷後の成人Volkmann拘縮の一例

（p. 92） 社会福祉法人　函館厚生院　函館五稜郭病院　リハビリテーション科 ○佐藤 大樹　小池 拓馬　西野 真依

社会福祉法人　函館厚生院　函館五稜郭病院　整形外科 佐藤 攻

B-12 外傷による長母指伸筋腱zoneTⅠ－TⅣ断裂縫合術後における監視下早期運動法の治療成績

（p. 93） 札幌徳洲会病院　整形外科外傷センター ○原 和誠　越後 歩　井部 光滋　長谷川輝永　辻 英樹

B-13 早期制限下自動運動（ICAM法）を用いた伸筋腱損傷術後の治療成績

（p. 94） 札幌徳洲会病院　整形外科外傷センター ○越後 歩　井部 光滋　長南 行浩　成田 隼也　辻 英樹

B-14 切断指再接着症例のADLにおける再接着指使用状況

（p. 95） 札幌徳洲会病院　整形外科外傷センター ○長南 行浩　越後 歩　井部 光滋　志田 恭一　辻 英樹

B-15 開放性筋体損傷後の機能的予後とセラピィについて

（p. 96） 札幌徳洲会病院　整形外科外傷センター ○井部 光滋　越後 歩　長南 行浩　原 和誠　辻 英樹

口述セッション　２日目
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身障（基礎） 10月12日（日）　9：00～10：00 D会場：黎明の間
座長 札幌医科大学保健医療学部 仙石　泰仁

D-11 円筒の大きさの違いがPreshapingに与える影響 ─ 利き手・非利き手での検討 ─ 
（p. 97） 済生会小樽病院　リハビリテーション室 ○齋藤 駿太　

医療法人澤山会手稲病院 國安 崇行

北海道文教大学人間科学部作業療法学科 坪田 貞子

D-12 車いすフットレスト長が座面圧に与える影響
（p. 98） 北斗病院　作業療法科

北海道大学大学院　保健科学院
○浮田 徳樹

北海道大学大学院　保健科学院 袰屋 美佳

　北斗病院　作業療法科
　十勝リハビリテーションセンター　作業療法科

阿部 正之

北海道大学大学院　保健科学研究院 岸上 博俊　八田 達夫

D-13 当院での実車評価の取り組み（第一報） ─ Road Testと指導員評価の関連 ─ 
（p. 99） 医療法人　札幌秀友会病院　リハビリテーション科 ○三倉 裕加　神田 亮　工藤 章　杉原 俊一

北海道千歳リハビリテーション学院　作業療法学科 山田 恭平

D-14 当院での実車評価の取り組み（第二報） ─ 神経心理学的検査とRoad Testの関連 ─ 
（p.100） 医療法人　札幌秀友会病院　リハビリテーション科 ○神田 亮　三倉 裕加　工藤 章　杉原 俊一

北海道千歳リハビリテーション学院　作業療法学科 山田 恭平

D-15 骨盤サポート付き車いすが頭頚部に及ぼす影響
（p.101） 北海道大学大学院　保健科学院 ○中井麻梨子

北海道大学大学院　保健科学研究院 八田 達夫　岸上 博俊

身障② 10月12日（日）　9：00～10：00 E会場：清流の間
座長 日本福祉リハビリテーション学院 坂上　哲可

E-11 急性期での麻痺側上肢機能の改善に対する随意運動介助型電気刺激装置（IVES）の有用性について
（p.102） 札幌秀友会病院　リハビリテーション科 ○八田 奈美　芝原 正隆　工藤 章　杉原 俊一

E-12 急性期より随意運動介助型電気刺激を用い、電気刺激が伴わなかった部位へ効果がみられた一事例
（p.103） 札幌秀友会病院　リハビリテーション科 ○芝原 正隆　八田 奈美　工藤 章　杉原 俊一

E-13 パーキンソン病患者に対する誤嚥予防のポジショニング
（p.104） 旭川赤十字病院　医療技術部　リハビリテーション科 ○知本 幸士

E-14 パーキンソン病患者における二重課題の影響
（p.105） 函館市医師会病院リハビリテーション課 ○垣見 彰宏　小倉 尚之　

E-15 「転んでも家族の役に立ちたい」転倒を繰り返す在宅パーキンソン病患者のクライシスマネジメントを考える
（p.106） 札幌山の上訪問看護ステーション ○又村 守之　

札幌山の上病院 清水 兼悦
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C会場：黎明の間
【ポスター待機時間について】
演題番号の「C－［　］－番号」の［　］内のアルファベットにより待機時間が異なります．
a ： 11日　15：20 － 16：20　　　　　　　b ： 11日　16：30 － 17：30　　　　　　　c ： 12日　9：00 － 10：00

C-a-01 多彩な高次脳機能障害を呈した一症例におけるAMPSと神経心理学的評価の経過
（p.109） 函館脳神経外科病院　作業療法課 ○麓 文太

首都大学東京　健康福祉学部　作業療法学科 石橋 裕　宮本 礼子

C-b-02 運動失調により利き手障害を伴った症例に対して箸操作獲得に向けたアプローチ
（p.110） 道南勤医協函館稜北病院 ○若原 幸徳

C-c-03 脳卒中患者の退院先と家族協力度に関する検討
（p.111）

　医療法人社団　医修会　大川原脳神経外科病院 ○戸田 拓志　田宮 高道　中本 絵莉　長谷川智絵
平塚 千尋

C-a-04 当院における乳がんの作業療法～活動報告から考える～
（p.112） 北見赤十字病院 ○田中 聡美　佐々木静枝　堀 加奈子　日谷 正希

北見赤十字病院理学療法士 大段 裕樹

C-b-05 当院における橈骨遠位端骨折術後の臨床成績の再考
（p.113） 社会医療法人　製鉄記念室蘭病院　リハビリテーション部 ○亀川 拓真　鈴木 伸弘　高瀬由美子

C-c-06 作業環境が巧緻的な作業に及ぼす影響～作業環境の “香り” に着目して～
（p.114） 新さっぽろ脳神経外科病院　リハビリテーション科 ○川口 絵美

札幌医科大学　保健医療学部　作業療法学科 中村眞理子

C-a-07 作業と報酬を用いた関わり
（p.115） 医療法人こぶし植苗病院　作業療法科 ○菊地 知子

札幌山の上病院 清水 兼悦

C-b-08 参加者主体の作業選択から実施を重視したプログラム～興味・関心と意志に着目して～
（p.116） 医）五風会　さっぽろ香雪病院　リハビリ科 ○佐藤 和正　上ヶ島 希

医）五風会　さっぽろ香雪病院　臨床心理室 神山 恵子

医）五風会　さっぽろ香雪病院　リハビリ科
　札幌医科大学大学院保健医療学研究科

宮嶋 涼

札幌医科大学保健医療学部作業療法学科 森元 隆文

C-c-09 アルツハイマー型認知症患者に対する作業提示と賞賛方法の検討
（p.117） 道央佐藤病院　作業療法部 ○大谷 嘉範　西舘 知美

市立室蘭総合病院　リハビリテーション科 北村 純一

C-a-10 ５歳児相談における作業療法士の役割とは～機関連携からみえてくるもの～
（p.118） 美幌療育病院　機能訓練科　支援事業課兼務 ○中山 雄介

美幌療育病院　機能訓練科　作業療法係 三和 彩

C-b-11 PBLテュートリアルによる学習展開～学生への質問紙調査からの考察～
（p.119） 北都保健福祉専門学校　作業療法学科 ○片桐 一敏　武田 朋恵　西口 嘉和　川上 和敏

C-c-12 八雲町における2つの地域包括支援センターの比較から作業療法士の連携を考える
（p.120） 八雲総合病院　リハビリテーション室 ○富樫由美子　小岩 伸之

C-a-13 夕張における期間を決めた訪問リハビリの取り組み①
（p.121） 医療法人財団　夕張希望の杜 ○土屋 語　佐村 淳知　戸田 真弘

北海道大学大学院保健科学研究院 八田 達夫　岸上 博俊

ポスターセッション
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C-b-14 夕張における期間を決めた訪問リハビリの取り組み②~事例紹介~
（p.122） 医療法人財団　夕張希望の杜 ○戸田 真弘　佐村 淳知　土屋 語

北海道大学大学院保健科学研究院 八田 達夫　岸上 博俊

C-c-15 肘外側部痛症候群に対する運動療法が有効であった１症例
（p.123） 北海道文教大学　人間科学部　作業療法学科 ○金子 翔拓　

C-a-16 脚長差と足指変形を呈した高齢者の立位バランスに対し足底板を検討した一例
（p.124） 西堀病院　リハビリテーション課 ○宮崎 拓

C-b-17 COPDに伴う抑うつの関連因子について~過去5年の文献研究~
（p.125） 北海道中央労災病院　中央リハビリテーション部

北海道医療大学大学院　リハビリテーション科学研究科
地域健康生活支援学分野

○三宮 孝太

北海道医療大学大学院　リハビリテーション科学研究科
地域健康生活支援学分野

鎌田 樹寛　本家 寿洋

C-c-18 精神科長期入院患者に対する退院支援グループの実践
（p.126） 特定医療法人社団千寿会　三愛病院　リハビリテーション科

東北福祉大学　通信教育部　福祉心理学科
○駿河 勇太

医療法人社団積信会　三村病院 窪谷 和泰

C-a-19 精神科急性期患者に対してSRS－18を使用した関わり
（p.127） （特定）医療法人社団　林下病院　作業療法室 ○藤田 有可

北海道千歳リハビリテーション学院　作業療法学科 久保 勝幸

（特定）医療法人社団　林下病院　作業療法室
北海道千歳リハビリテーション学院　作業療法学科

三浦 正樹

（特定）医療法人社団　林下病院　医師 長谷部夏子

C-b-20 地域定着に向けて生活に則した心理教育プログラム～暮らすクラス～
（p.128） 医療法人　北仁会　旭山病院

札幌医科大学大学院保健医療学研究科
○水口 克信

医療法人　北仁会　旭山病院 宮田 友樹　山下 聖子

C-c-21 放課後等デイサービスにおける作業療法士の関わり ─ 症例を通じて ─ 
（p.129） 　児童デイサービス　のびのびジュニアユース ○岡 康則

C-a-22 クリニカルクラークシップに向けたOSCE導入の試み
（p.130） 北海道文教大学　人間科学部　作業療法学科 ○大川 浩子　金子 翔拓　清水麻衣子　坪田 貞子

C-b-23 創られた痛みに対する治療 ─ 認知神経リハビリテーションの介入が有効だった症例 ─ 
（p.131） 宮の森記念病院　リハビリテーション科 ○小島 佳祐

C-c-24 脳卒中患者における「作業の経験」が「作業遂行の困難さについての認識」に与える影響について
（p.132） 　医療法人ひまわり会　札樽病院 ○荒井 英俊　水野 威

C-a-25 住み慣れた地域に暮らすための介入
（p.133） 社会医療法人母恋　日鋼記念病院　作業療法科 ○川又 智子　山本 英貴

社会医療法人母恋　日鋼記念病院　リハセンター訓練部門 小山内康夫

社会医療法人母恋　日鋼記念病院　リハセンター 高橋 邦彦

C-b-26 インフルエンザアウトブレイクを経験して
（p.134） 北海道社会事業協会　余市病院　リハビリテーション科

北海道社会事業協会　余市病院　院内感染対策チーム
○松尾 明　　

北海道社会事業協会　余市病院　院内感染対策チーム 伊藤 好樹　横山 和之
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F会場：清流の間
【ポスター待機時間について】
演題番号の「F－［　］－番号」の［　］内のアルファベットにより待機時間が異なります．
a ： 11日　15：20 － 16：20　　　　　　　b ： 11日　16：30 － 17：30　　　　　　　c ： 12日　9：00 － 10：00

F-a-01 急性期脳卒中片麻痺上肢に対する随意運動介助型電気刺激装置の使用経験
（p.135）

特定医療法人　柏葉脳神経外科病院　リハビリテーション科 ○大場 美和　坂野 智哉　佐渡 綾子　成兼 美幸
小松 由輝

F-b-02 なぜ、負のストレス反応を繰り返すのか?～認知行動療法を用いて変化が見られた事例～
（p.136） イムス札幌内科リハビリテーション病院 ○柿崎 若奈　丹野 拓史

北海道リハビリテーション大学校 柿崎 貴浩

F-c-03 当院でのFIM各項目におけるOTとNsの採点の一致率の検討
（p.137） 医療法人社団　仁生会　西堀病院　リハビリテーション課 ○水越 春樹　村上 正和

F-a-04 リハビリ特化型デイサービスにおける作業療法士の役割とやりがい
（p.138） 株式会社ヒューマンリンク　カラダラボ。 ○木本優士郎　田中 紀雄

F-b-05 難治性疾患により身体症状と精神症状を合せ持ったケースに対する退院支援
（p.139） 　社会医療法人　函館渡辺病院　リハビリテーション科 ○佐々木絵里　牧野 直樹

F-c-06 当院における伸筋腱zoneⅦ損傷に対する再建術後のハンドセラピィ成績
（p.140） 社会福祉法人　函館厚生院

函館五稜郭病院　リハビリテーション科
○西野 真依　小池 拓馬　佐藤 大樹

社会福祉法人　函館厚生院
函館五稜郭病院　整形外科

佐藤 攻

F-a-07 地域で生活する精神障害者における自己開示の促進要因に関する質的研究
（p.141） 　医療法人社団五風会　さっぽろ香雪病院

札幌医科大学大学院保健医療学研究科
○横山 和樹

札幌医科大学保健医療学部作業療法学科 森元 隆文　竹田 里江　池田 望

　札幌医科大学保健医療学部看護学科 吉野 淳一

F-b-08 認知症超高齢者における人に役立つ作業の展開を中心とした作業療法の効果
（p.142） 介護老人保健施設グリーンコート三愛 ○湯浅 充

北海道大学大学院保健科学研究院 村田 和香

F-c-09 生活行為向上マネジメントで申し送られたうつ病の事例～就労の土台作りに向けた関わり～
（p.143） 社会医療法人　函館渡辺病院　作業療法科 ○内藤 弘貴　石井 柾　佐藤 裕一

F-a-10 筆記具の太さによる描画パフォーマンスへの影響について
（p.144） 医療法人社団一視同仁会　札樽・すがた医院 ○諌早 悠希　

　札幌医科大学　保健医療学部　作業療法学科 中島そのみ　仙石 泰仁

札幌医科大学医療人育成センター　教養教育研究部門 大柳 俊夫

F-b-11 重度心身障害児に対するIT活用支援～能動的な遊びに変化した一症例～
（p.145） 社会医療法人母恋　日鋼記念病院

リハビリテーションセンター　作業療法科
○結城 千裕　山本 英貴

社会医療法人母恋　日鋼記念病院
リハビリテーションセンター　理学療法科

小林 直子　小山内康夫

社会医療法人母恋　日鋼記念病院
リハビリテーションセンター　MD

高橋 邦彦
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F-c-12 急性期介入の違いが脳卒中患者の上肢機能改善に及ぼす影響～重度片麻痺2症例の検討～
（p.146） 医療法人社団医修会大川原脳神経外科病院 ○金子 歩己　田宮 高道　平塚 千尋

F-a-13 注意・前頭葉機能に焦点を当てた簡易な認知リハビリテーションで変化が見られた一例
（p.147） 栗山赤十字病院　リハビリテーション課 ○三上 友朗

F-b-14 車での外出をきっかけに目標が拡大した多系統萎縮症の一症例
（p.148） 医療法人　北祐会　北祐会神経内科病院

診療部　リハビリテーション課
○新藤 和季　高橋 美博　加藤 恵子　

F-c-15 当院回復期病棟を退院した１症例の追跡調査から見えたこと
（p.149） 医療法人愛全会　愛全病院　リハビリテーション部 ○矢内 隆助　吉川 文博　三谷友香理　

F-a-16 終末期がん患者が作成した作品に家族が持つ意味
（p.150） 済生会小樽病院　リハビリテーション室 ○山中 佑香　三崎 一彦　

済生会小樽病院　泌尿器科 安達 秀樹

F-b-17 脊柱用インプラントが後方突出し、寝返り動作に難渋した重度関節リウマチ患者への取り組み
（p.151）

医療法人清仁会　北海道内科リウマチ科病院　リハビリテーション課 ○三浦 大翼　高松 尚徳　吉田 孝司　大山 陽平　
下里 一馬

F-c-18 強迫症状を伴う統合失調症者の問題行動改善に向けた関わり
（p.152） 　医療法人　研成会　札幌鈴木病院 ○谷口 彩乃

専門学校北海道リハビリテーション大学校 柿崎 貴浩

F-a-19 認知症の周辺症状に対する介入法の文献研究
（p.153） 北海道大学　大学院保健科学院 ○吉良 千里　大島 享介　雲 杉　齋藤 耕子

北海道大学　大学院保健科学研究院 村田 和香

F-b-20 安心できる環境下で自己決定を繰り返した結果、退院へ前向きになった長期入院者
（p.154） 医療法人こぶし　柳町診療所 ○白鳥 慶司　　関口 由理

F-c-21 特別支援教育への作業療法士としての関わり
（p.155） 医療法人ひまわり会　札樽病院 ○荻野 圭司　水野 威　

　札幌医科大学　保健医療学部　作業療法学科 仙石 泰仁

F-a-22 自閉症スペクトラム障害（ASD）児へ小集団を利用した早期介入の一症例
（p.156） 北海道こども心療内科氏家医院 ○内山明日香　氏家 武　藤原亜紀子

富良野協会病院 笹木 美幸

F-b-23 鏡視下腱板断裂修復術後手部にCRPS様症状を呈した１例の経過
（p.157） 社会福祉法人　函館厚生院　ななえ新病院　リハビリテーション科 ○野坂 康博　新開谷まゆき　

F-c-24 慢性疾患に対する自己管理介入プログラムの効果 ─ メタアナリシスによる検討
（p.158） 北海道大学大学院保健科学院 ○雲 杉　大島 亨介　吉良 千里　齊藤 耕子

北海道大学大学院保健科学研究院 村田 和香

F-a-25 開示対象毎の自己開示の深さと社交不安の関連性～男女差による関連性の違い～
（p.159） 北見赤十字病院　リハビリテーション科 ○垂石 純　

　札幌医科大学　保健医療学部　作業療法学科第２講座 森元 隆文

F-b-26 心理教育を実施し短期間で発作を呈さなくなったパニック障害の一症例
（p.160） 北見赤十字病院 ○片岡 弘美　畑中 悠紀　武藤 健大　木村 徹
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F-c-27 下肢への体重負荷が困難な症例に対する前受け型の座位設定の導入について
（p.161） 北海道済生会　西小樽病院　みどりの里 ○佐藤 匠　小玉 武志　髙橋奈津美　三谷 紘世　

札幌医科大学　保健医療学部 中村 裕二

F-a-28 ピアノ経験者と未経験者の母指・小指同時自動外転時の手関節尺屈角度の比較
（p.162） 北海道文教大学　人間科学部　作業療法学科 ○金子 翔拓　坪田 貞子

F-b-29 １症例の半側空間無視症状の評価について～机上課題とRTでの検討～
（p.163） 市立千歳市民病院　リハビリテーション科 ○相馬 彩杏　春日 元

北海道千歳リハビリテーション学院　作業療法学科 山田 恭平

札幌医科大学保健医療学部作業療法学科 仙石 泰仁

F-c-30 脊髄小脳変性症の書字練習におけるぬりえの効果について
（p.164） 医療法人北祐会　北祐会神経内科病院　診療部　リハビリテーション課 ○小室 祐子　菅原 由衣　加藤 恵子

F-a-31 回復期リハビリテーション病棟における脳卒中患者のFIM下位項目別改善度の検討
（p.165）

医療法人社団医修会大川原脳神経外科病院 ○開米 亮太　田宮 高道　長谷川智絵　須田 鮎美　
平塚 千尋

F-b-32 がん患者リハビリテーション料算定開始までの取り組みと過去２年間の調査
（p.166） 社会医療法人孝仁会　釧路孝仁会記念病院　作業療法科 ○秦 健一郎　伊藤 耕栄

F-c-33 OSAⅡの使用から本人の強い思いを確認することができた緩和ケアの一事例
（p.167） 勤医協中央病院　リハビリテーション部 ○平賀なつえ

北海道医療大学 本家 寿洋

F-a-34 広域医療圏におけるICTを利用した手外科患者退院後支援の試み
（p.168） 労働者健康福祉機構　釧路労災病院　中央リハビリテーション部 ○吉川 陽　根本 祥子　小柳 光明

労働者健康福祉機構　釧路労災病院　整形外科　手外科センター（MD） 本宮 真

F-b-35 統合失調症患者の主観的側面、認知機能と精神症状との関連
（p.169） 札幌医科大学　保健医療学部　作業療法学科 ○森元 隆文　竹田 里江　松山 清治　池田 望

F-c-36 作業療法評価により自己主張の向上や復職を支援した事例に対し、
どの様な情報が他職種の事例に対する理解を促したのか

（p.170） 端野病院　デイケア ○笹倉 貴人　大谷 綾子　奥村久仁子

北海道医療大学 本家 寿洋

F-a-37 難聴を呈す認知症患者様へのパロの有効活用について
 ─ 発話量と発話内容から心理、社会的な効果を分析する ─ 

（p.171） 札幌秀友会病院　リハビリテーション科 ○松下 英史　山口 耕平　工藤 章　杉原 俊一

F-b-38 不器用さを呈する発達障害児における描画課題の遂行結果と運筆動作との関連
（p.172） 北海道教育大学札幌校　特別支援教育専攻

札幌医科大学大学院保健医療学研究科
一視同仁会　札樽すがた医院

○池田 千紗

札幌医科大学大学院保健医療学研究科 後藤 幸枝

札幌医科大学保健医療学部作業療法学科 中島そのみ　仙石 泰仁

札幌医科大学医療人育成センター 大柳 俊夫

F-c-39 リハビリテーション分野の学生に対する手指衛生の教育方法の効果
（p.173）

札幌医科大学　保健医療学部　看護学科 ○首藤英里香　堀口 雅美　佐藤公美子　中村 円
大日向輝美




